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Ｎｏ．０１０１１６１０１
ヨシオ電子（株）

ＣＣ－Ｌｉｎｋ リモートユニット制御装置
ＣＣＬ－ＰＳ２

納入仕様書
Ｖｅｒ．３．１

１．概要
・三菱製のシーケンサー「ＣＣ－Ｌｉｎｋ」と通信するための、リモートユニット制御装置です。

・ＣＣ－Ｌｉｎｋ Ｖｅｒ１．１対応です。

・型式：「ＣＣＬ－ＰＳ２」とします。

・通信方式：（ＲＳ－４８５）三菱専用の通信ＬＳＩを使用。

・Ｉ／Ｆ部：Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ，ＰＩＯを有します。

・ＲｏＨＳ対応です。（チップＬＥＤ実装品から対応）

２． Ｉ／Ｆコネクタ仕様
Ｉ／Ｆ名：型式 端子形状

・電源＆プロテクション入力コネクタ：５５６９－０４Ａ１－２１０（Ｍｏｌｅｘ）オスピン
１：ＤＣ２４Ｖ， ２：２４ＶＧＮＤ，

３：＋２４Ｖ（プロテクション），４：２４ＶＧＮＤ（プロテクション）

・通信端子 ：ＴＥ－ＣＯＮ７－４Ｐ（北澤電機製作所） Ｍ３．５ネジ
１：ＤＡ，２：ＤＢ，３：ＤＧ，４：ＳＬＤ

・ＰＩＯ＋Ａ／Ｄ＋Ｄ／Ａコネクタ：ＲＤＣＤ－３７ＳＥ１／Ｍ２．６（ヒロセ） メスコンタクト
＋ ＲＤＧ－ＬＮＡ－Ｗ２ ロック金具
０１：Ｙ０＋，０２：Ｙ１＋，０３：Ｙ２＋，０４：Ｙ３＋，０５：Ｘ０＋，

０６：Ｘ１＋，０７：Ｘ２＋，０８：Ｘ３＋，０９：Ｘ４＋，１０：Ｘ５＋，

１１：Ｘ６＋，１２：Ｘ７＋，１３：ＮＣ ，１４：Ｄ１＋，１５：ＮＣ ，

１６：Ａ１＋，１７：Ａ２＋，１８：Ａ３＋，１９：ＦＧ ，

２０：Ｙ０－，２１：Ｙ１－，２２：Ｙ２－，２３：Ｙ３－，２４：Ｘ０－，

２５：Ｘ１－，２６：Ｘ２－，２７：Ｘ３－，２８：Ｘ４－，２９：Ｘ５－，

３０：Ｘ６－，３１：Ｘ７－，３２：ＮＣ ，３３：Ｄ１－，３４：ＮＣ ，

３５：Ａ１－，３６：Ａ２－，３７：Ａ３－

注）Ｙ２は、プロテクション解除しないと出力ＯＮできません。

３． 動作モニタＬＥＤ仕様
・プロテクション ＰＲＯＴＥＣＴ（ＰＲ）：緑色
・Ｉ／Ｏ ＩＮ（Ｘ０～７）：黄色８ヶ，ＯＵＴ（Ｙ０～３）：黄色４ヶ
・通信系 ＲＵＮ（ＲＮ）：緑色，ＥＲＲ（ＥＲ）：赤色

ＴＸＤ（ＳＤ）：緑色，ＲＸＤ（ＲＤ）：緑色
・電源系 ＰＯＷＥＲ（ＰＷ）：緑色

Ｖｅｒ３．０ ＬＥＤ型式変更
ＭＰＧ４３６４Ｋ（スタンレー）→ ＢＧ１１０１Ｗ（スタンレー）
ＭＰＲ４３６４Ｋ（スタンレー）→ ＢＲ１１０１Ｗ（スタンレー）
ＭＰＹ４３６４Ｋ（スタンレー）→ ＡＹ１１０１Ｗ（スタンレー）

４．リモートデバイス局番設定スイッチ＋ボーレート設定スイッチ仕様
・局番設定：０１～６４

ロータリーディップスイッチ Ａ６ＣＶ－１０Ｒ（オムロン）２ヶ使用
側面操作タイプ［０～９］

・ボーレート設定：０：１５６Ｋ，１：６２５Ｋ，２：２．５Ｍ，３：５Ｍ，４：１０Ｍ

ディップスイッチ Ａ６ＣＶ－１０Ｒ（オムロン）
側面操作タイプ［０～９］
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５．テストモード設定
・テストモード：ヨシオにて、製造時の回路動作チェックに使用。

ただし、ケースを開けないと、設定不可。

ジャンパー線：ＪＰ－５（マック８）

・テスト方法：Ｈ８プログラム書き込み用のアダプタコネクタに、ＲＳ－２３２Ｃ変換アダプタジグを接続
し、パソコンにて動作確認する。テストモード用入出力コネクタ別途使用。

・テスト内容
１．ＰＯの動作。
２．ＰＩの動作。
３．Ｄ／Ａの動作。
４．Ａ／Ｄの動作。

６． 通信ケーブル仕様（別売）
・ＣＣ－Ｌｉｎｋ専用指定ケーブル：ＦＡＮＣ－ＳＢ０．５ｍ㎡ｘ３（倉茂電工）

終端抵抗１１０Ω１／２Ｗ
ＦＡＮＣ－ＳＢＨ０．５ｍ㎡ｘ３（倉茂電工）

終端抵抗１３０Ω１／２Ｗ

最長伝送距離（総延長）： １００ｍ／ １０Ｍｂｐｓ
１５０ｍ／ ５Ｍｂｐｓ
２００ｍ／２．５Ｍｂｐｓ
６００ｍ／６２５Ｋｂｐｓ

１２００ｍ／１５６Ｋｂｐｓ

端末加工：丸型圧着端子１．２５－３（メーカー問わず）

注）ユニット間の接続は、カスケード接続で、終端抵抗が必要になります。

７． 通信ケーブル使用上の注意
・別紙の三菱シーケンサーテクニカルニュース１９９８年１０月をご参照願います。

８．ハード仕様

８－１．供給電源：ＤＣ２４Ｖ±１０％

８－２．ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信系の三菱電機指定部品

・通信用ＬＳＩ ：ＭＦＰ３（ＰＣ９６００４Ｎ）（三菱電機）
注文型式 Ａ６ＧＡ－ＣＣＭＦＰ３Ｎ６０Ｆ

６０ヶまたは、３００ヶ入り

・フィルター ：ＺＣＹＳ５１Ｒ５－Ｍ３ＰＡＴ（ＴＤＫ）

・ＲＳ－４８５トランシーバ：ＳＮ７５ＡＬＳ１８１ＮＳ（Ｔ．Ｉ）

・水晶発振器 ：ＤＳＯ７５１ＳＢ－８０ＭＨｚ（大真空）

・ツェナーダイオード ：ＨＺＵ６．２Ｚ（日立）

８－３．ＣＰＵ：Ｈ８（日立）
・動作クロック：ＭＦＰ３より１０ＭＨｚ供給

８－４．Ｄ／Ａ：０～１０［Ｖ］１２ｂｉｔ １ｃｈ（ＦＳ＝４０００ｄ）
・ＣＰＵのシリアルポートからＤ／Ａし、ＯＰアンプで構成。
・応答速度：４ｍＳ（９局、１０Ｍｂｐｓ、Ａ／Ｄ変換禁止時）
・出力インピーダンス＝１００Ω

８－５．Ａ／Ｄ：０～１０［Ｖ］１２ｂｉｔ ３ｃｈ（ＦＳ＝４０００ｄ）
・差動ＯＰアンプ入力による、ローパスフィルターを介し、

シリアルＡ／Ｄコンバータでうけ、ＣＰＵのシリアルポートにはいります。
・応答速度：１．８９ｍＳ（９局、１０Ｍｂｐｓ）リンクスキャンタイムに依存
・入力インピーダンス＝１００ｋΩ

注）Ｄ／ＡとＡ／Ｄと通信部は、共通ＧＮＤとなります。
２４Ｖ電源とＩ／Ｏは、共通ＧＮＤとなります。
なお、それぞれの共通ＧＮＤは絶縁されております。
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８－６．ＤＩ：８ｃｈ フォトカプラによるアイソレート
ＰＳ２７０１－１（Ｌ）＊８ヶ（ＮＥＣ）
ＣＴＲ＝１００～３００［％］
ＤＣ２４Ｖ入力
ＩＦ＝５ｍＡ以下

８－７．ＤＯ：４ｃｈ フォトカプラによるアイソレート
ＰＳ２７０２－１（Ｋ）＊４ヶ（ＮＥＣ）
ＣＴＲ ＝２０００～［％］
Ｖｃｅｏ＝４０［Ｖ］
Ｉｃ ＝２００［ｍＡ］Ｍａｘ

９．ソフト仕様
・ＭＦＰ３メモリマップＣＣＬ－ＰＳ用
・リモート入出力及びリモートレジスタ割付表
・ＣＣＬ－ＰＳシーケンスフロチャート

１０．外形図
・Ｗ２４ｘＨ１３０（取付部耳含め１５５）ｘＤ１０５

１１．添付品
・なし

１２．保証
・製造者の責任による不具合に関しては、御社納入後、１年間無償保証いたします。

以上

ＶＥＲ１．１’０１／０２／２１ Ｈ．ＭＩＵＲＡ Ｄ－ｓｕｂ３７ピンアサイン改版
ＶＥＲ１．２’０１／０２／２５ Ｈ．ＭＩＵＲＡ 差動入力記述追加
ＶＥＲ２．０’０７／０２／２３ Ｈ．ＭＩＵＲＡ Ｄ／Ａ出力インピーダンス １００Ω→１０Ωに変更
ＶＥＲ３．０’０７／１２／１１ Ｈ．ＭＩＵＲＡ ＬＥＤディスクリートからチップに変更、

ＲｏＨＳ対応
ＶＥＲ３．１’１２／０３／２７ Ｈ．ＭＩＵＲＡ Ｄ／Ａ出力インピーダンス １０Ω→１００Ωに訂正。


